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第

一
三

九

琥

日

本

山

岳

會

通

常

緯
會

御

通

知

日
時
　
昭
和
二
十
二
年
六
月
二
十
二
日

（
日
）
午
後
二
時

場
所
　
交
洒
文
化
博
物
館

（
紳
田
萬
世
橋
際
）

議
題

一
、
昭
和
二
十
一
年
度
事
業
報
告
及
本
年
度
事
業
概
要

一
、
昭
和
二
十
一
年
度
決
算
報
告
及
本
年
度
豫
算

一
、
其
他

昭
和
二

年
五
月

　

畑

日

本

山

岳

會

迫
而
富
日
快
席
の
方
で
御
意
見
の
あ
る
方
は
前
日
迄
に
申
出
る
よ
う
も
御
意

見
の
申
出
な
く
快
席
の
方
は
委
任
出
席
と
し
て
の
取
扱
を
致
し
ま
す
か
ら
何

卒
御
了
承
下
さ
い
。

出
席
の
方
は
本
會
報
御
持
参
下
さ
い
。

山

の

幻

燈

含

同
時
　
一総
合
【絡
了
後

（
午
後
三
時
）

場
肌

，総
會
々
場

一
、
ナ
ン
グ
コ
ツ
ト
　
立
教
大
學
登
攀
除
撮
影

説
明
者
　
　
濱
野
正
男
氏

役
　
員
　
會

二
月
六
日
　
午
後

一
時
リ
ツ
ツ
で

出
席
者
　
武
田
、
松
方
、
藤
島
．
入
澤

谷
日

一
、
雑
誌
〃
山
ψ
に
開
す
る
件

一
、
近
く
含
報
を
癸
行
す
る
こ
と

一
、
支
部
本
部
間
の
會
計
開
係
事
項

一
、
傷
害
保
険
等
を
本
含
で
取
扱
ふ
件

一
、
開
山
支
部
に
っ
い
て
の
件

一
、
取
や
め
と
な
つ
た
山
岳
選
書
の
原

稿
販
戻
の
件

四
月
十
日
　
午
後

一
時
リ
ツ
ツ
で

出
席
者
　
松
方
、
石
川
、
谷
日
、
演
野

入
澤
、
沼
井
、

東
京
支
部
　
中
屋

一
、
會
費
徴
集
支
部
委
託
並
に
手
数
料

佛
民
の
件

一
、
中
部
日
本
槻
光
展
に
ウ
エ
ス
ト
ン

像
出
品
の
件

一
、
雑
誌
〃
山
′
再
刊
計
豊
経
過
報
告

一
．
開
東
學
生
聯
盟
の
件

一
、
開
西
支
部
。
東
京
支
部
報
告

一
、
ウ
エ
ス
ト
ン
基
金
創
設
の
件

四
月
二
十
四
日
　
午
後

一
時
リ
ツ
ン
で

出
席
者
　
藤
島
、
入
澤
、
濱
野

一
、
〃
山
４
用
紙
に
開
す
る
件

一
、
昭
和
二
十
一
年
度
牧
支
決
算
報
告

及
昭
和
二
十
二
年
度
豫
算
案
を
決

定

ヽ
別
項
記
載
の
洒
り
）
通
常
絶

含
に
提
出
の
こ
と

二
月
八
日
　
午
後

一
時
リ
ン
ツ
で

出
席
者
　
石
川
、
松
方
、
藤
島
、
谷
ロ

入
澤
　
演
野

東
京
支
部
　
中
屋
、
村
井

開
西
支
部
　
篠
川

一
、
開
西
支
部
。
東
京
支
部
報
告

一
、
性
育
會
ア
マ
チ

ユ
ア
規
定
委
員
含

に
は
中
屋
氏
含
を
代
表
し
て
出
席

の
こ
と

一
、
開
東
學
生
山
岳
聯
盟
結
成
に
開
す

る
報
告

一
、
油
常
線
嘗
は
六
月
十
四
日
又
は
二

十

一
日
に
開
く
こ
と

一
、
ク
山
′
編
韓
委
員
を
た
の
通
り
委

嘱
○
垣
内
、
谷
口
。
開
根
、
林
、
大
洞

濱
野
、
今
村

（
〇
印
委
員
長
）

昭
和
二
十
一
年
度

牧
支
決
算
報
告

牧
人
ノ
部

入
會
金
　
　
　
　
　
一
、
三
一
五
・
Ｏ
Ｏ

會

費

　

　

　

一
〇
、
六
〇
七
・
五
五

出
版
物
州
布
牧
入
一
日
、
三
七
六
・
六
九

雑
牧
人
　
　
　
　
　
六
、
四
五
三
・
九
Л

基
金
ヨ
リ
借
入
金
　
五
、
Ｏ
Ｃ
Ｏ
・○
○

繰
越
金
　
　
　
　
　
四
、
八
一
〇
・
二
八

合
　
計
　

　

　

四
二
、
五
六
三
・
四
六

支
出
ノ
部

會
報
出
版
費
　
　
一
五
、
四
七
六
・
六
二

交
通
通
信
費
　
　
　
一〓
〇
二
四
・
九
〇

調
査
集
會
費
　
　
　
一
、
五
三
〇
・
九
五

嚢
途
運
搬
費
　
　
　
一
、
八
〇
二
・
○
○

闘
山
支
部
費
　
　
　
　
六
九
九
・
一
ｆｉ

編
韓
費
　
　
　
　
　
一
、
一
二
九
・
八
〇

清
耗
品
費
　
　
　
　
一三
七
二
十
・
一
三

七
、
七
五
〇
・〇
〇

一「
〇
八
六
・
八
五

五
。○
〇
〇
・
○
○

計
　
　
　
　
　
　
四
〇
、
三
二
七
・
四
〇

差
引
剰
餘
金
　
　
　
一「
三
三
六
・〇
六

合
　
計
　
　
　
　
四
二
．
五
六
三
・
四
六

昭
和
二
十
二
年
度
豫
算
案

牧
入
ノ
部

入
會
金
　
　
　
　
四

會
　
費
　
　
　
　
八
二
、
五
〇
〇
・〇
〇

盤
育
會
補
助
金
　
一
〇

○ヽ
０
０
ｏ
Ｏ
Ｏ

共
他
牧
人
　
　
　
一
一
五
、
一
六
三
・
九
四

繰
越
金
　
　
　
　
　
一「
三
三
六
●
〇
六

合
　
計
　
　
　
一
六
〇
、○
〇
〇
ｏ
Ｏ
Ｏ

支
出
ノ
部

會
報
費
　
　
　
　
一一
四
、０
０
０
・
〇
〇

褒
途
費
　
　
　
　
二
九
．０
〇
〇
・
○
○

交
瓶
々
信
費
　
　
　
五
．０
０
０
・
０
０

清
耗
品
費
　
　
　
一
〇

〇
０
０
・○
○

研
究
調
査
、
集
會
費二

〇
、○
〇
〇
・０
０

委
員
會
ｂ
編
韓
費
二
〇

０
０
０
・○
○

人
件
費
　
　
　
　
一一
四
、〇
〇
〇
・○
○

豫
備
金
　
　
　
　
一一
八
、
Ｏ
０
０
・○
○

合
計
　
　
　
　
一
六
く
´
‐
、Ｏ
Ｑ
Ｏ
・
０
０

右
決
算
報
告
、
豫
算
案
共
に
本
年
度

通
常
絶
會
に
て
承
認
を
得
る
こ
ご
要
す

る
も
の
で
あ
る
。

ウ
エ
ス
ト
ン
像
復
奮

上
高
地
梓
川
畔
の
岩
に
は
め
こ
ん
で

あ
つ
た
本
申
の
ウ
エ
ス
ト
ン
氏
プ
ロ
ン

ズ
像
は
、
戦
時
中
本
會
の
手
で
販
外
し

事
務
所
に
保
管
し
て
あ
っ
た
が
　
罹
災

の
た
め
撓
損
し
て
し
ま
っ
た
。
昨
年
秋

そ
の
修
理
が
出
来
た
の
で
こ
の
初
夏
の

候
を
期
し
復
蕉
を
す
る
こ
ご
ゝ
な
つ
て

ゐ
た
が
、
い
よ
′
ヽ
六
月
十
四
日
午
後

會
　
報

的
都
合
に
よ
つ
て
右
の
代
り
に
、
ア
イ
ガ
ー

（棋
氏
登
攀
の
時
の
も
の
）
、
又
は

ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス

（
ア
グ
フ
ア
天
然
色

　ヽ
の
ラ
イ
カ
列
の
も
の

（
佐
貫
氏
所
有

）ヽ′

を
映
篤
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
来
會
を
希
望
し
ま
す
。

借 雑 給
入
金 費 料
返
済
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に
除
幕
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
十
三

日
夜
行
で
新
宿
登
、
松
本
か
ら
ト
ラ
ツ

ク
の
便
あ
る
豫
定
、
叉
上
高
地
に
は
松

本
書
専
松
高
山
岳
部
の
好
意
に
よ
り
五

十
人
入
り
入
幕
が
張
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
宿
泊
可
能
で
あ
る
く

開
東
學
生
山
岳
聯
盟

の
結
成

戦
争
に
よ
つ
て
全
く
潰
減
状
態
と
な

つ
て
活
動
を
停
止
し
て
ゐ
た
學
生
山
岳

界
も
絡
戦
以
来
各
學
校
と
も
Ｏ
Ｂ
ゃ
現

役

一
弾
と
な
つ
て
再
建
の
歩
み
を
始
め

て
き
た
が
、
現
下
の
困
難
な
情
勢
で
も

學
生
山
岳
界
の
水
準
向
上
の
た
め
各
學

校
山
岳
部
の
横
の
連
絡
の
必
要
が
痛
感

さ
れ
て
あ
た
。

こ
の
た
め
昨
年
九
月
ま
ず
學
生
山
岳

懇
談
會
の
形
で
東
京
地
区
の
學
、校
は
連

絡
を
と
つ
て
こ
た
の
で
あ
る
が
ｉ
更
に

こ
の
組
織
を
張
間
に
す
る
た
め
昨
年
秋

以
来
各
學
校
Ｏ
Ｂ
現
役
を
主
機
に
種
々

協
議
の

・
―‐
開
東

一
部
九
縣

（
東
京
、
埼

玉
．．
茨
城
、
栃
本
、
群
馬
、
千
葉
．
紳

奈
川
、
山
梨
、
新
岡
、
長
野
し
の
大
學

高
薯
の
名
學
校
山
岳
部
に
よ
つ
て

「
閥

東
學
生
曲
岳
聯
盟
」
を
結
成
す
る
こ
と

が
最
良
だ
ざ
決
定
、
去
る
五
月
十
一
日

東
京
紳
田

「
交
通
文
化
博
物
館
」
講
堂

で
壼
會
絶
倉
を
行
つ
た
。

参
加
校
は
三
十
四
綾
、
今
後
増
加
の

見
込
で
、
役
員
は
左
の
通
り
選
任

會
長
　
一二
田
幸
夫

理
事
　
谷
日
現
吉
、
開
根
吉
郎
、
藤
井

運
不
、
村
山
雅
美
、
藍
円
努
、
伊
藤
康

介
、
島
崎
品
巳

幹
事
校
　
慶
應
、
早
総
田
．
東
大
、
立

教
．
明
治
、
青
山
學
院
、
明
治
栞
専

獲
表
係
壇
内
政
彦

（
共
同
通
信
祀
）

支
部
事
業
計
圭
ニ

越
後
支
部

新
潟
支
部
は
越
彼
支
部
と
改
構
す
る

こ
ご
ゝ
な
つ
た
。

六
月
十
八
日
頃
獲
會
記
念
苗
場
山
登

山
を
行
ふ
。

季
刊
　
越
後
山
岳
愛
行

其
他
の
計
書
は
迫
て
褒
表

石
川
支
部

四
月
よ
り
七
月
迄
六
日
に
分
け
て
山
岳

講
座
を
商
■
會
議
所
で
開
講

四
月
二
十
二
日
午
後
六
時
牛

山
の
親
し
み
方
　
　
　
阿
部
批
次
郎

二
月
六
日

山
と
気
象
　
　
　
　
　
伊
藤
　
亀
雄

山
の
篤
慎
　
　
　
　
　
橋
本
　
忠
古

五
月
二
十
日

郷
上
の
山
々
　
　
　
　
機
野
　
二
郎

六
月
〓
日

山
と
動
植
物
　
　
　
　
中
村
久
米
人

山
ご
地
質
地
形
　
　
　
磯
野
　
二
郎

六
月
十
七
日

山
と
文
學
　
　
　
　
　
鏑
木
　
勢
岐

山
と
信
仰
　
　
　
　
　
紀

　

俊
嗣

七
月

一
日

向
山
　
　
　
　
　
　
　
玉
井
　
敬
泉

七
月
冗
１１

ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ー
山
の
タ

登
山
　
各
班
に
分
れ
倉
ケ
岳
ぅ
署
王

山
等
の
近
く
の
山
々
を
歩
き
廻

っ
て
る

四
月
十
七
日
―
二
十
日
白
山
登
山
を
行

ふ
リ
ー
ダ
ー
磯
野
二
郎

自
由
集
国
登
１１́―
　
七
月
下
旬
．
申
込

石
川
支
部

（
金
澤
市
五
贅
町
九
一
）

醤
王
山
集
圏
登
山
九
月
下
旬

其
他
毎
月
第

一
土
曜
例
會
に
発
表

山
岳
映
豊
會
　
九
月
下
旬

山
岳
展
覧
含
　
六
月
中
旬

其
他
計
書
中

東
京
支
部

一
月
二
九
日
第
一
回
準
備
會
を
交
通

文
化
博
物
舘
に
聞
き
、
茂
ホ
、
山
下
、

石
原
、
中
屋
Ｄ
利
井
出
席
。
以
後
準
備

含
を
重
ね
結
成
薇
表
迄
漕
ぎ
つ
け
た
。

四
月
十
九
日
結
成
発
表
講
演
と
映
書

の
會
。

東
京
支
部
設
立
報
告
　
　
松
方
二
郎

支
部
長
挨
拶
（
代
理
）
　

村
井
米
子

講
演

「
登
川
に
つ
い
て
」
田
部
重
泊

懇
談
の
時
間
　
司
含
　
　
町
日
立
穂

映
書
　
　
二
巷

五
月
三
日
　
新
黛
法
施
行
記
念
第

一

回
都
帯
育
大
會
講
演
會

東
京
附
近
の
山
々
　
　
坂
倉
登
喜
子

春
の
穂
高
岳
　
　
　
早
大
山
岳
部
員

日
本
の
山
々
　
　
　
　
松
方
　
二
郎

幻
燈

「
ナ
ン
ダ
コ
ツ
ト
」

説
明

濱
野
　
正
男

五
月
四
日
　
丹
澤
山
集
中
登
山

（
山

岳
国
機
聯
合
會
主
催
）
に
参
加

五
月
十
六
日
―
二
十
日

茂
倉
岳
登
山

（
根
採
地
―
芝
倉
澤
成
挨

小
屋
）

夏
山
識
習
會
　
於
交
通
文
化
博
物
舘

六
月
十
七
―
二
十
日

登
山
案
内
所
開
設

六
月
二
十
日
よ
り
約
二
週
間
午
後

一
時

よ
り
五
時

有
楽
町
交
通
公
祗
中
央
事
務
所
に
於
て

七
月
中

ナ
ン
ダ
コ
ツ
ト
ス
ラ
イ
ド
を
湖
る
會
交

通
文
化
博
物
館
に
て

七
月
中

八
ケ
岳
山
麓
に
花
を
た
づ
ね
　
尾
崎
喜

八
、
河
田
槙
氏
を
固
む
會

富
士
山
集
中
登
山

（
科
學
者
を
合
む
）

午
後
五
時
　
於
岸
畿
育
舘
　
毎
月
第

一

木
曜
日
　
懇
談
會

共
他
、
遭
難
封
策
委
員
會
、
山
小
屋

宿
合
、
案
内
人
等
の
調
査
等
根
本
的
の

問
題
に
も
数
種
の
計
書
を
す
ゝ
め
て
ゐ

ス″Ｃ
・
開
西
支
部

一
、
毎
月
二
回
第

一
第
二
木
曜
日
委
員

含

二
．
毎
月

一
回

「
山
の
集
ひ
」
講
演
、

登
山
報
告
、
懇
談
、
時
に
映
蓋
、

幻
燎

三
、
六
月
下
旬
山
岳
識
習
會
開
催

四
、
十
一
月
下
旬
各
山
講
省
會
開
催

五
、
登
―――
用
具
の
検
定

六
、
パ
ッ
ヂ
の
製
作
頒
布

東
京
支
部

夏
山
講
習
會
々
員
募
集

六
月
十
七
―

二
十
日
　
四
日
間
毎
夕

五
時

○
地
国
の
見
方
と
日
程
の
立
て
方

茂
木
慎
雄

○
夏
山
の
実
と
気
象
　
　
藤
原
喚
午

○
夏
山
用
具
と
服
装
　
　
村
松
　
一服

○
日
本
ア
ル
プ
ス
の
地
理
と
歴
史

田
中
　
薫

○
夏
山
と
鳥
員
　
　
　
　
尿
本
閤
治

○
高
山
純
物
　
　
　
　
　
武
田
久
吉

○
婦
人
と
登
山
及
登
山
街
生村

井
米
子

會
費
　
會
員
　
十
五
園
（
一
回
五
日
）

會
員
外
三
十
日
（
一
回
十
日
）

中
込
　
日
本
山
岳
會
東
京
支
部

（
紳
田
駿
河
豪
岸
盤
育
館
）

又
は
會
場

信
濃
支
部
創
立
記
念

講
演
映
圭
二含

六
月
十
六
日
午
後
五
時

松
本
市
に
於
て

講
演
　
棋
有
恒
氏
、
松
方
義
二
郎
氏

映
豊
　
ナ
ン
ダ
コ
ン
ト
の
登
攀

説
明
　
竹
師
作
太
氏

へ
交
渉
中
）

片
桐
の

ル
ツ
タ
ザ
ツ
ク

ア
ノ
ラ
ツ
タ
　

仕

立

天

　

幕

多
年
に
わ
た
り
含
員
各
位
よ
り
信

襲
を
得
て
製
作
を
績
け
て
居
り
ま

す
が
、
製
品
は
常
に
改
良
せ
ら
れ

つ
ゝ
あ
り
ま
す
何
卒
御
相
談
下
さ

元
神
田
今
川
小
路

片

桐

盛

之

助

長
野
縣
下
伊
那
郡
喬
木
村

阿
島
上
町
一
ノ
九
二
八
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